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1. はじめに

各地で調査されたボーリングデータ等の地盤情報は，

地震等で地盤構造が変化しない限り地盤工学にとって

非常に有用である．従来，地盤調査により得られた情

報は紙媒体によって各機関で保存されてきているが，

情報化社会の発展などに伴い，地盤情報を集積し，利

活用することを目的とした地盤情報データベース (以

下 DB)の構築が活発化している．しかし，全国規模

での地盤情報は直轄事業によって得られた情報であり，

ある程度広い範囲での地盤特性を把握するために，得

られる地盤情報が粗いという難点がある．その点で，

地域に根差した地盤情報DBは，エリアは限られては

いるが密な情報を得られ易く，地域独自の地盤の知識

を有する技術者が地盤情報を作成しているため，詳細

で有益な情報を得ることが可能である．東北地方でも

地盤工学会東北支部が中心となり，「みちのくGIDAS」

の開発1)が 2006年度より 5年間の計画で進められて

いる．

本研究では八戸地域地盤情報DBを利用し，地震防

災化へ繋げる事を目的とした．特に，地震防災対策の

ツールとして活用するため，DBから得られたデータ

を基に地震応答解析を行い，考察する．

八戸地域のWeb-GIS を利用した地盤情報DB
GIS (Geographic Information System )

図–1 八戸地域地盤情報 DB
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2. 地盤のモデリング

(1) 概要

地震応答解析を行う上で，地盤のモデリングが重要

となる．ここでは，八戸市類家地区を例に三次元モデ

リングを行い，解析を行う．地盤のモデル化には地盤

モデル作成システム Make Jiban（五大開発株式会社）

を使用してモデリングを行った．なお，八戸地域地盤

情報DBと電子地盤図から得られた土質の物性値を使

用し，必要に応じて経験式から物性値を求めた．また，

モデル地表面のデータを国土地理院発行の 1/25,000地

形図から取得した．

(2) 入力地震波の設定

図–2に解析に用いた波形を示す．解析に用いた入力

波には，1994年の三陸はるか沖地震時の八戸市庁で観

測された独立行政法人建築研究所の波形データをダウ

ンロードして使用した2)．加速度の最大値は 3.99m/s2

である．

(3) 土のパラメータの決定

地震の応答解析に必要な地盤材料のパラメータには，

弾性係数 E，ポアソン比 νD，単位体積重量 γt，粘着

力 C，内部摩擦角 φなどが必要である．

解析に用いた各物性値の求め方は，以下の通りであ

る．
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図–2 入力した地震波形



図–3 地震応答の概念

・粘着力（C）

C = 6.25×N (1)

ここで，Nは標準貫入試験より得られたN値である．

・内部摩擦角（φ）

φ =
√

20N + 15 (2)

内部摩擦角については，大崎の式を適用した．

・ヤング率（E）

E = 2(1 + νD)GD (3)

ここで，νDは地盤の動的ポアソン比，GDは地盤の

動的せん断変形係数を示す．

・地盤の動的せん断変形係数（GD）

GD =
γt

g
· V 2

SD (4)

ここで，γtは地盤の単位体積重量，gは重力加速度

(9.8m/s2) ,V2
SDは地盤のせん断弾性波速度を示す．地

盤の動的ポアソン比 νD は，道路橋示方書3)を参照し

た．また，単位体積重量 γtは，東・中・西日本高速道

路株式会社の設計要領を参照した4)．解析領域は八戸

市類家地区 250m× 200mを対象とし，地盤の層厚は

27mである．また，境界条件として，最下層には拘束

条件を与えている．

3. 地震応答解析

(1) 概要

地震時の地盤の地震応答特性を検討するための方法

として，地震応答解析がある．図–3に地震応答の概念

図を示す．工学的基盤以浅の表層地盤の増幅特性は局

所的に大きく変化するため，解析の際には個々の地点

別の条件を考慮しなければならない．地震動の伝播は

断層にて発生し，工学的基盤に伝わり，表層地盤の増

図–4 解析結果 1　類家地区 加速度分布図

幅によって地表面の揺れとなる．地表面に近づくにつ

れ，地震動の波形も振幅が大きくなっていく．

ここでは，地震時の加速度に着目し，入力波形と地表

面の加速度の変化について考察する．解析には，midas

GTS（MIDAS Information Technology社）を用いた．

(2) 解析結果

図–4に八戸市類家地区における加速度分布図を示

す．赤色に近くなるほど，加速度が増幅する事を示し

ている．入力した地震波形の最大加速度が 3.99m/s2で

あるのに対し，解析後の加速度の最大値は 5.0m/s2を

示している．特に，基盤面から地盤中心部にかけて加

速度が上昇している事がわかる．これは，N値 (＝ 2.6)

からも分かる様に，軟弱な地盤である為だと考えられ

る．また，最大加速度の値を比較すると，入力波形の

最大加速度のおよそ 1.25倍となっている．

4. おわりに

本研究では，地盤情報DBから得たデータを基に行っ

た地震応答解析について報告した．今後，他エリアに

ついても解析を進めていく予定である．
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